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論 文 内 容 の 要 旨

《文心離龍》 は、 六朝時代 の齊梁爾王朝 の交替期 にあ らわ された文學理論の書である。 この

書 が、文學批評 の専著 として 中國 の文學史上 にひ と り卓越 して いることは周知の事實であ ると

言 ってよい。 そ してそのように卓越 して いる ことの要素 の一つ として、 中國の文學理論の書や

文學批評 の書 にはあま り見 られな い 「膿系性」 を有 して いるところがある ことを認めなければ

な らない。 そ して、 それ が 「腱系性」 を有 して いるということは、そのよ うにさせてい る思想

や論 理が、その背後 に嚴 然 と存在 して いる ことを意味 して いるはずで ある。

そのため、 中國において もここ五十年、そ の思想性や論理性 をめ ぐってかずおお くの論考が

公表されてきた。 そ して、 さか んな論孚が くりひろげ られ ることもあった。それ らの論孚は、

た くさんの見るべき成果をあげ た と言 うことがで きる。 しか しなが ら、それ らの議論のおお く

は、表面的な もの に終始 していた り、 あるいは壷 一的に過 ぎなかった りな ど、なお不十分な と

ころがなか った とは言えない。

しか し、 この書のそれぞれの篇 に多岐にわ たって表 明され ている思想や主張 を表面的 に一讃

したかぎ りでは、思想的統一性 が欠けているかのよ うな印象 を受 ける。なぜな ら、相互 に矛盾

し、 あい容れな いと考 え られている二大思想、 すなわち儒家 の思 想 と道家 の思想が混入 して い

るか らで ある。 さらには、佛教の影 響 も認 め られる。思想 的統一性が、 はなはだ しく欠 けてい

ると見 られて もやむ を得ないよ うに思える。

そ の代表的な一例 をあげておきたい。そ・れは、この書の冒頭の章においてす でに認 め られ る。
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〈原 道 〉 第 一 の 篇 の 題 に もな っ て い る 「道」 の概 念 は、 儒 家 の言 う人倫 の 「道 」 で は な い。

む し ろ道 家 思 想 に見 られ る 天 地 自然 の 「道」 で あ る。 に もか かわ らず 、 そ れ につ づ く<徴 聖 〉

第 二 の 「聖 」 は 、 もち ろ ん 儒 家 の言 う 「聖 人」 で あ っ て、 道 家 の尊 崇す るひ とび とで は な い。

また 、 〈宗 経〉 第 三 の 「経 」 も、 言 うま で もな く儒 家 の経 書 で あ って 、 道 家 の書 で は な い。

上 に述 べ た よ うな 事 實 にた い し、 《文 心 雛 龍 》 全 膿 を鳥 轍 して み る と、 そ れ が 一 定 の 論 理 に

貫 か れ て い る で あ ろ う こ と、 ま た、 あ る統 一性 を有 した整 然 た る禮 系 と して 構 成 され て い るで

あ ろ う こ と、 劉鋸 が そ の よ う に意識 して構 成 して い る で あ ろ う こ とは容 易 に推 察 で き る の で あ

る 。 そ の た め で あ ろ うか 、 一 九 六 〇年 前後 、 中 國 にお いて 、 《文 心 離 龍》 の 基 本 思 想 の 認 定 に

つ いて さか ん な 論 箏 が繰 りひ ろ げ られ た。 しか し、 み ず か らの思 想 的 立 場 に 固執 す る あ ま り、

あ る いは 、個 別 の 語 に拘 泥 す る あ ま り、 牽 彊 附會 とも お もえ る主 張 にお ち い って しま う こと も

少 な くな か った よ う に見 うけ られ る。

一 方 、 日本 で は、 《文 心 離 龍》 の基 本 思 想 を認 定 しよ う とす る試 み は あ ま りな され て いな い。

だ が 、 この書 の基 本 思 想 につ いて 、 お お む ね 承 認 され て いる の は 、《文 心 離 龍 》 の思 想 的 根 擦 、

と く に 冒頭 五 章 「文 之櫃 紐 」 の思 想 的根 擦 は 「易哲 學 」 で あ る一 とい う見 解 で あ る。

筆 者 も基 本 的 には この立 場 に あ る。 しか し、 筆 者 は、 「易」 そ の も の の思 想 で は な く、 「易」

お よ び 易解 繹 に 見 られ る 「思考 の様 式 」 を 問題 に して い る。 この こと につ いて は 、 第 一 部 の第

一 章 で 論 じた。

《文 心 離 龍 》 冒頭 の五 篇 、 〈原 道〉 〈徴 聖 〉 〈宗 経 〉 〈正 緯 〉 〈辮 騒 〉 は 「文 之 橿 紐 」 と され て

い る。 〈原 道 〉 は 「道 」 につ い て 、 〈徴 聖 〉 は 「聖 人」 に つ い て 、 〈宗 経 〉 は 「経 書 」 に つ いて

論 じた も の で あ る 。 そ れ らの三 章 に つ いて は、 「経 書 至 上 主 義」 を標 榜 す る も の と して 、 大 き

な 問 題 は な い 。 しか し、 う しろ の 二つ に つ いて は 問題 が な いわ けで はな い。

《文 心 雛 龍 》 第 四 章 の 〈正 緯 〉 篇 は、 いわ ゆ る 「緯 書」 につ い て 論 じた も の で あ る。 「緯 」,

とは 、織 物 の 「よ こ糸 」 の こ とで、 「経 」、 す な わ ち 「た て 糸」 に た いす る も の で あ る。 「纒 書 」
たて

が 織 物 の 「た て 糸 」 の よ う に世 界 を縦 に つ らぬ く 中心 的 な もの で あ る の に た い して 、 「緯 書 」

は そ れ を横 か ら補 足す る補 助 的 な も ので あ る と して 、 そ の よ う に名 づ け られ た ので あ る。

「〈原 道〉 一→ 〈徴 聖 〉一→ 〈宗 経 〉」 と い う文 脈 を視 野 に いれ て 考 えて み る と、 劉裾 の 基 本

思 想 は儒 家 思 想 だ と い う主 張 も決 して まち が っ て い る考 え 方 で は な い。 〈正 緯 〉 で あ つ か わ れ

る 「緯 書」 も、 そ の 文脈 に お い て は、 異 質 な もの で は な い よ うにお も え る。

しか し、 そ の 内 容 に は豫 言 的 、 迷 信 的 な もの がお お く、 現 在 にお いて は もち ろ ん の こ と、 劉

認 の時 代 にお い て も、 す で に 全 面 的 に信 を 置 くべ き も の とは され て い なか った 。 そ の こと を劉

総 自身 が 述 べ て い る。 〈正 緯 〉 篇 も 「〈原 道 〉一 〈徴 聖 〉 ～ 〈宗 経 〉」 を 根 幹 とす る 「経 書

至 上主 義 」 の文 學 論 に あ って い か に も異 質 の存 在 な の で あ る。 に もか か わ らず 、 《文 心 離 龍 》'

の も っ と も根 幹 で あ る と ころ 、 す な わ ち 「文 之福 紐 」 を構 成 す る もの の一 つ とし て採 りあげ ら

れ て い る。 そ れ は な ぜ で あ ろ う か 。筆 者 は 、 《文 心 離 龍 》 の前 半 二十 五 章 を背 後 か ら支 えて い

る論 理 的 な 根 擦 を解 明 す る の は 、 この 問 い に答 え る こ とで あ る と考 え る。

ま た、 〈序 志 〉 篇 を のぞ く後 半 の二 十 四 章 の 論 理 的 な存 在 理 由 を解 明す る に は 、 も う一 つ の

問 い、 す な わ ち 、 儒 家 の経 書 で は な い 《楚 僻 》 が、 な ぜ 、 「文 之 櫃 紐」 を構 成 す る もの の一 つ

とさ れ て い るの か 、 とい う 問 い に 答 え る こ とだ と考 えて い る。 す な わ ち 、 「緯 書 」 にた いす る

劉 総 の 認 識 を解 明 す る こ とは 、 《文 心 離 龍 》 で 論 じ られ て い る文 章 世 界 の 「構 造」 を明 らか に

す る こ と にな り、 《楚 蘭辛》 にた いす る 劉鋸 の認 識 の解 明 は、 文 章 創 作 につ い て の 彼 の根 本 的 な
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考 え方 を 理 解 す る こ と にな る、 とい う こ とで あ る。

小論 で は 、上 の よ うな 問題 意識 にお い て、次 の よ うな こ とを論 じた。 第 一 部 にお いて は、 「文

章 世 界 の 構 造 」 に つ い て 、 第 二 部 にお い て は 、 「文 章 世 界 の構 造 か ら文 章 の創 造 へ の 展 開」 に

つ いて 、 そ して第 三 部 で は、 「文 章 の創 造 の場 に お け る 問題 」 に つ い てで あ る。

第 一 部 「文 章世 界 の構 造 」 の第 一 章 「劉 総 の世 界 観 とそ の文 章 論 へ の展 開」 にお いて は、 次

の よ う な こ とを 述 べ た 。一 《文 心離 龍 》 は 、 四 千 年 に もお よ ぶ 中國 文 學 の彪 大 な 歴 史 にお い

て も、 まれ に み る文 學 理 論書 で あ る。 そ れ が ほか の文 學 批 評 書 と比 べ て 、 こ と に優 れ て い る黒占

は、 そ の 「騰 系性 」 に あ る と言 うこ とが で き る。 そ の 「艦 系 性 」 は、 こ の書 の世 界 観 の 根 底 に

あ る根 本 的 な思 考 様 式 に よ って も た らされ た も の と考 え られ る。 そ の思 考 様 式 とは 、 王 弼 ・韓

康 伯 の 「義 理 易」 の論 理 、後 世 に いわ ゆ る 「艦 用 の論 理」 で あ る。 筆 者 は そ れ を 「[本質]→

[現 象]の 論 理 」 と名 づ けて お い た。

あ る本 質 な も のが 具髄 的 なか た ち を と って あ らわ れ る と い う論 理 は 、 ふ つ う 「膿 用 の 論 理 」

と呼 ば れ て い る。 しか し、 《文 心 離 龍 》 が 書 か れ た時 代 にお いて は、 そ れ は 明 確 に意 識 化 され

た も の で は なか った 。 そ れ が 意 識 化 され る には 宋 代 まで 待 た な けれ ば な らな い。 劉総 は 、 た し

か に 「思 辮 の範 躊 」 と して の 「髄 用 」 の概 念 を も って は い な か った 。 しか し、 思 考 の 「様 式 」

と して は、 す で に運 用 して い た もの と思 う。 そ こで 筆 者 は そ れ を 「[本質]→[現 象]の 論 理」

と名 づ けて お いた 。

こ の第 一 章 は 、《文 心 離 龍 》 の 禮 系 を構 築 す る際 に も っ と も根 底 の と ころ で 働 いて る と思 わ

れ る根 本 的 な 思 考 様 式 は 、 王 弼 ・韓 康 伯 の 「義 理 易 」 の 論 理 、 す な わ ち 「髄 用 の 論 理 」、 あ る

いは 「[本質]→[現 象]の 論 理」 に擦 る もの で は な い か とい う こ とに つ い て検 討 した。

第 二 章 「劉裾 の根 季 的 思 考 檬 式」 にお い て は 、 前 章 の 《文 心離 龍》 の 「艦 系性 」 の根 底 に は

根 本 的 な 思 考 様 式 、 す な わ ち 「艦用 の 論 理」 が 作用 して い る と考 え られ る とい う推 定 を、 本文

の記 述 に 即 して 確 認 した もの で あ る。 そ して そ れ を、 「文 膿 総 論 」 と 「文 艦 各 論」 の 内實 を 具

膿 的 に検 討 す る こ と によ っ て お こな っ た。 そ の さ い、 全篇 に わ た っ て認 め られ る 「根 源 志 向」

と 「全 騰 志 向」、 お よ び 「智 の 徹 底 」 と い う思 考 の 志 向性 に 着 目 し た。 この 章 は、 次 の章 で 検

討 す る 「文 學 原 論 の 成 立」 の検 討 の基 礎 とな る もの で あ る。

第 三 章 「文 學原 論 の 成 立」 は、 前 の 章 にお い て、 全 篇 に わ た っ てそ れ が作 用 して い る こ とを

確 認 し た根 本 的 思 考 様 式 、す な わ ち 「[本質]→[現 象]の 論 理」 が 、 い か に展 開 さ れ て 《文

心離 龍》 の 「文 學 原 論 」(〈 原 道 〉 第 一 か ら 〈正緯 〉 第 四)が 成 立 して い るか 、 そ の こ と の論 理

展 開 の 内 實 を、 そ の 「人 間 観」 「文 章 観 」 お よ び 「聖 人 認 識 」 「経 書 認 識 」 を 検 討 す る こ と に

よ っ て解 明 して い る。

これ ら、 第 一部 で 論 じた こと は、劉 総 が 《文 心 離 龍 》 で 構 想 した 文 章 世 界 の 「構 造 」 の部 分

に 関 わ る もの で あ る。

第 二 部 「文 章 世 界 の 構 造 か ら文 章 の 創 造 へ 」 の第 一 章 「〈辮 騒〉 篇 の構 成 」 で は、 次 の よ う

な こ と を述 べ て い る。 一 〈辮 騒 〉 第 五 は、 胃 頭 の ほ か の 四 篇 と と も に、 「文 之 椹 紐 」 だ と劉

裾 自身 が 明言 して い る。 に もか か わ らず 、 そ れ が 《文 心 離 龍 》 の文 章 世 界 の 膿 系 の 中 で どの よ

うな位 置 に あ る の か、 ま た、 ど の よ う に作 用 して い るの か につ いて は 、 必ず し も一 致 した 見解

の も とに あ るわ け で は な い。 さ まざ まな 議 論 が な され て い る ので あ る。 そ れ らの議 論 を検 討す

る に 際 して は、 まず 〈辮 騒 〉 篇 じた い の構 成 の検 討 が 不 可 鉄 で あ る。 しか し、 〈辮 騒 〉 篇 の構

成 を検 討 す る前 提 と な るべ き段 落 わ け も、 や は り、 一 致 した 見解 が な い 。 この 章 で は、 從 來 の
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さ まざ まな 分 段 法 を分 析 す る こ と に よ って 、 〈辮 騒〉 第 五 の 構 成 を 検討 した。

第 二 章 「r〈辮 騒〉=文 農 論』 読 」 で は 、 次 の よ うな こ とを 検 討 した。 一 「経 書 至 上主 義 」

の文 學 観 を標 榜 す る 《文心 離 龍 》 の文 學 世 界 の膿 系 に あ って 、 《楚 僻》 に つ い て論 じた 〈辮 騒 〉

篇 は 、 た しか に異 質 な もの との 感 をあ た え る 。 しか し、 劉 総 自身 が 冒頭 四篇(〈 原 道 〉 〈徴 聖〉

〈宗 経 〉 〈正 緯 〉)と と も に 〈辮 騒 〉 牽 そ の 第 五 番 目に 組 み いれ 、 〈辮 騒 〉 篇 をふ くむ 冒頭 の五

章 を 「文 之 椹 紐 」 だ と明 言 して い る 。 そ うで あ る に もか か わ らず 、 〈緋 騒 〉 を 〈明 詩 〉 第 六 以

下 の 文 膿 論 の 中 に 組 み 入 れ て、 文艦 論 の 一篇 と考 え る學 者 が い る。 そ れ は、 あ らた め て言 う ま

で もな く、 劉鋸 の意 圖 を 無視 して な され た も の で あ る。 ま っ た く妥 當 性 を鉄 くも の と言 う こと

が で き る。 この 章 は 、 そ の こ とに つ い て、 種 々 の観 黒占か ら検 討 を加 えた も ので あ る。

第 三 章 「劉認 の 屈 原 ・楚 僻 認 識 」 で は 、 次 の よ うな こ と を論 じて い る。一 《文 心 離 龍 》 冒

頭 の五 篇 は 「文 之 櫃 紐 」 とされ て い る。 そ して 、 そ の前 三 章 は 「経 書 至 上 主 義 」 の 文 學 観 を表

明 した もの で あ る。 しか し 「文 之 椹 紐 」 の 一 つ 〈辮 騒〉 第 五 は、 《楚 辮 》 につ いて 論 じて い る。

《楚 僻 》 は も ち ろ ん 「経 書」 で は な い。 「経 書 至 上主 義 」 の文 學 原 論 の論 理 構 造 の 中で 《楚 僻》

は どの よ う な位 置 を 占 めて い る ので あ ろ うか 。 この章 は 、 そ の こと を解 明 す る た め の 前 提 と し

て、 「屈 原 」 や 「楚 衝判 に封 す る 《文 心 離 龍 》 の考 え方 につ いて 検 討 した もの で あ る。

第 四章 「『文 之 椹 紐 』 の 論 理 構 造 にお け る 〈緋騒 〉 篇 の位 置 」 は、 「経 書 至 上 主 義 」 の 文 學 観

の論 理 構 造 の なか で 「経 書 」 で は な い 《楚 僻 》 が ど の よ うな 位 置 にあ る のか につ いて 論 じた も

の で あ る。 そ の 際 、 「構 造 の場 」 「創 造 の 場」 とい う概 念 を導 入 し、 〈序 志〉 第 五 十 で 述 べ られ

て い る 「騒 に 攣 ず(饗 乎 騒)」 とい う表 現 の 「攣 」 の 内容 を 検 討 し、 そ うす る こ と に よ っ て、

《楚 僻 》 は、 文 章 世 界 の 「構 造 の場 」 か ら具 艦 的 に多 種 多 様 な 作 品 を 「創 造」 させ る た め の エ

ネ ル ギ ー 源 と して の位 置 を 占め て い る と い う結 論 を導 き 出 して い る。

これ ら、 第 二 部 で 論 じて い る のは 、 劉総 が 《文 心 離 龍 》 で 構 想 した 文 章 世 界 の 「創 造」 の 部

分 に 関 わ る も ので あ る。 よ り正 確 に言 えば 、 「構 造 」 か ら 「創 造 」 へ 展 開 して い くそ の展 開 の

論 理 構 造 につ いて 論 じた もの で あ る。

最 後 に、 第 三 部 「文 章 創 造 の 場 にお け る 問 題」 の 第 一 章 「《文 心 離 龍》 にお け る 「理 」 に つ

いて 」 で は 、 次 の よ うな こ と を述 べ た。 一 劉 鋸 が 《文 心 雛 龍 》 を執 筆 した直 接 の 動機 は、 當

時 の 文 章 作 成 の 現 賦 に封 す る 批 判 か らな さ れ た もの で あ る 。 劉総 は當 時 の文 章 作 成 の現 状 に謝

して 危 機 意 識 を持 って いた。 當 時 の 文 章 作 成 の状 況 は、 内 容 の 充 實 よ り も形 式 の美 を 追 い求 め

る も ので あ った 。 劉総 は そ こか ら文 章 を救 お う と した。 そ こで、 文 章 の模 範 と して 劉 鋸 が提 示

した のは 「経 書 」 で あ った。 しか し、 なぜ 「経 書」 が 文 章 作 成 の模 範 と して認 め られ る の か。

劉 鋸 はそ の 理 論 的 根 擦 を ど こ に求 め た の か。 そ れ は 「理 」、 お よ び 「神 理 」 と い う概 念 で あ っ

た と考 え られ る。 この 章 で は、 「理 」お よ び 「神 理」 と い う言 葉 の概 念 の 検 討 を通 して そ の こ

と を論 謹 した 。

第 二 章 「《文心 離 龍》 にお け る 『術 』 の概 念 と 〈総 術 〉 篇 『文筆 論 』」 は、 次 の よ う な こ とを

論 じた も ので あ る。 《文 心 離 龍 》 の 〈総 術 〉 第 四 十 四 は 、 そ の 胃頭 に 「文 筆 」 に 關す る論

が 展 開 さ れ て い る。 そ れ が 後 に展 開 され る 「文 術 」(文 章 作 成 の 技 術)に つ いて の 論 と論 理 的

に一 貫 して い な い よ う に見 え る。 しか し、 劉鋸 は 「艦 系性 」 へ の意 思 を 明確 に有 してお り、 こ

のよ うな 非 一 貫 性 も表 面 的 な もの にす ぎず 、 本 來 は 一貫 した 論理 に つ らぬ かれ て い る もの と思

わ れ る。 小 論 は 、《文心 離 龍 》 に使 用 され る 「術 」 の概 念 の 楡 討 を とお して、 いわ ゆ る 「文 筆 」

論 の 意 圖 す る と こ ろ を探 っ た もの で あ る。
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小 論 、 と く に第 一 部 「文 章 世 界 の構 造 」、 第 二 部 「文 章 世 界 の 構 造 か ら文 章 の 創 造 へ の 展 開 」

で 論 じた こ とは 、 《文 心 離 龍 》 の もっ と も根 本 的 な 部 分 につ い て の 検 討 で あ る。 した が っ て 、

《文 心 雛 龍 》 全 膣 にわ た る研 究 、 あ る い は個 別 的 な 部 分 にお け る 研 究 は 、 この 第 一 部 ・第 二 部

の結 論 を ふ ま え て な され る べ き も の と考 え る。 なぜ な ら、 《文 心 雛 龍 》 の二 つ の 主 た る部 分 の

もっ と も本 質 的 な 層 にお け る論 理展 開 の 理 論 的根 擦 は、 小 論 で過 不 足 な く論讃 さ れ た と考 え る

か らで あ る。 この 二 つ の主 た る 部 分 とは 、 言 う ま で もな く、 《文 心 雛 龍 》 の構 想 した 文 章 世 界

の 「構 造」 の 部 分 と 「創 造 」 の部 分 で あ るで あ る。 「構 造 」 の 部 分 とは 、 〈明詩 〉 第 六 か ら 〈書

記〉 第 二 十 五 まで の 「文 膿 論」 に相 當 し、 「創 造 」 の 部 分 とは 、 〈神 思〉 第 二十 六 か ら 〈総 術 〉

第 四 十 四 の 「創 作論 」 に 相 當す る。

劉鋸 が 《文 心 離 龍》 で 構 想 した文 章 世 界 の もっ とも 重 要 な部 分 は 、劉 鋸 自身 が 「文 之 橿 紐 」

と述 べ た最 初 の五 篇 、す な わ ち 〈原 道 〉 第 一 、 〈徴 聖〉 第 二、 〈宗 経 〉 第 三 、 〈正 緯〉 第 四、 〈辮

騒 〉 第 五 で あ る。 そ れ は、 「道 」 か ら 「経 書 」、 「経 書 」 か ら 「文 膿」、 「文 艦 」 か ら 「作 品 」 へ

と重 層 的 に構 成 さ れ た文 章世 界 全 膿 の も っ とも根 源 的 な部 分 につ い て述 べ た も の で あ る。

しか し、』なぜ 「道」 が 「経 書 」、 「文 膿 」、 「作 品」 の最 終 的 な根 源 とな る のか 。 そ の こと につ

い て の理 論 的 な根 擦 は、か な らず しも明 白 に述 べ られ て い るわ けで は な い。筆 者 は、《文 心 離 龍 》

に認 め られ る世 界 観 にそ の理 論 的 な 根 擦 が 示 され て い る こと を論 謹 した 。 そ れ は、 世 界 の 本 質

で あ る 「道 」 が 森 羅 萬 象 と して 顯 現 す る よ う に、 「道 」 は 「経 書 」 と して 現 れ て い る とい う も

ので あ る。 そ して、 「経 書 」 は 、 「経 書」 にお け る 「道 」 の よ うに 、 そ の本 質 と して 「文 膿 」 と

な っ て あ らわ れ る。 さ らに は 、 「文 艦」 は 同 檬 の 論 理 に した が っ て 「作 品 」 と して 現 れ る こ と

とな る ので あ る。

そ の こ と を 明確 に讃 み と る ことが で き る のが 、 「緯 書 」 につ いて の認 識 で あ る 。 「文 之 椹 紐 」

で あ る五 篇 のな か で 、 必 ず しも必 要 不 可 鋏 とは 思 え な い 〈正 緯 〉 第 四 が 存 在 して い る理 由.は、

そ こ に こそ 見 いだ す ことが で き るの で あ る。

《文 心 離 龍 》 の後 半 部 は 、 いわ ゆ る 「創 作 論 」 が 大 半 を 占め て い る。 そ こで は 、 じっ さ い に

文 章 を作 成 す るた め の 方 法 が 詳 細 に論 じ られ て い る。

《文 心 離 龍 》が 構 想 す る文 章 世 界 の 「構 造 」 は 、 「道 」か ら 「経 書 」 へ 、 「経 書 」 か ら 「文艦 」

へ 、 そ して 「文 膿 」 か ら 「作 品 」 へ と重 層 的 な構 造 と して構 成 さ れ て い た。 そ の な か の 「道 」 、

一→ 「経 書 」 一→ 「文 腱 」 と い うの は 言 わ ば ス タ テ ィ ッ クで 有 限 な 「構 造 」 とな って い る の で

あ る。 そ の こ と を 《文 心 雛 龍 》 で は 「文 を 設 く る の膿 は 常 有 り(設 文 之 膿 有 常)」 と述 べ て い

る。

しか し、 実 際 に作 成 され る作 品 は 無 限 の 多 様性 と して つ ぎ つ ぎ に現 出 して くる もので あ る。

そ の こ とを 《文 心 離 龍 》 で は 同 じ く 「文 を 攣 ず る の藪 は 方 無 し(攣 文 之 敷 無 方)」 と述 べ て い

る。 い わ ば 有 限 の 「構 造 」 の な か か ら無 限 の運 動 と して の 「作 品」 が発 生 して くる の で あ る。

で は 、 そ れ は どの よ うに 発 生 して くる とさ れ る の で あ ろ うか。 そ の論 理 的 な 根 擦 は何 な のか 。

劉 総 の 言 う 「文 之 櫃紐 」 にあ っ て、 そ の こ と を表 して い る の が 〈辮騒 〉 第 五 で あ る。

《楚 僻 》 は 、 《文 心 雛 龍 》 の も っ と も根 本 的 な と こ ろ に 認 め られ る 「経 書 至 上 主 義 」 の 文 學

観 に お い て 、 「緯 書」 と同様 に、 異 質 な 存 在 で あ る。 「文 之 橿紐 」 に お いて 必 ず しも絶 対 に不 可

欠 な 存 在 で は な い よ うに思 え る。 しか し、 「文 之 福紐 」 に 《楚 僻 》 は 含 まれ て い る。 そ の 理 由

は、 上 に述 べ た よ うに 、 「道 」 一→ 「経 書 」 一→ 「文 髄 」 とい うス タ テ ィ ックな 「構 造 」 か ら、

個 別 の 「作 品 」 が 無 限 の 多檬 性 と して現 出 して くる そ の理 論 的 根 擦 を示 して い る こと に あ る の
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で あ る。 そ れ ゆえ に 《文 心離 龍》 の 言 う 「文 之 椹紐 」 の部 分 に は 《楚辮 》 に つ い て の論 述 、 す

な わ ち 〈辮 騒〉 第 五 は 不 可 欠 な の で あ る。

第 三 部 は 、第 一 部、第 二 部 で な され た 検 討 を も と に して 、《文 心 離 龍》 全膿 に わ た る研 究(第

一 章 「《文 心 雛 龍 》 にお け る 「理 」 に つ いて 」)、 あ る い は個 別 的 な 部 分 にお け る研 究(第 二 章

「《文 心 雛 龍》 に お け る 「術 」 の概 念 と 〈総 術 〉 篇 『文 筆 論 』」)を 試 み た も の で あ る。

《文 心 離 龍》 に つ い て は、 この よ うに全 膣 に わ た る も の、 あ る い は個 別 的 な部 分 にお け る も

の にお い て、 ま だ ま だ さ ま ざ ま な検 討 を必 要 とす る 問題 が 残 され て い る。 しか し、 そ れ らに つ

い て 槍 討 す る に際 して は、 小論 の 第 一 部 ・第 二 部 で 論 じた 「構 造 」 と 「創 造」、 さ ら に は 「構

造 」 か ら 「創 造 」 へ の理 論 的 な 展 開 を路 ま えて お く必 要 が あ ろ う。

な お、 小 論、 と く に第 一 部 「文 章 世 界 の構 造 」、 第 二 部 「文 章 世 界 の構 造 か ら文 章 の 創 造 へ

の展 開」 で 論 じた こ と は、 す で に 述 べ た よ うに、 《文 心 離 龍 》 の も っ と も根 本 的 な 部 分 につ い

て の検 討 で あ る。 そ の意 味 で は 、 小 論 は基 礎 的 な 検 討 に相 當 す る。 した が って 、 小 論 は 、 これ

か らな され るで あ ろ う さ まざ まな 研 究 の 「序 論 」 と して の 役 割 を果 た す もの と言 う こ とが で き

る。 小 論 の表 題 を 「文 心 離 龍研 究 序 読 」 と した のは 、 そ の よ うな 意 味 にお いて で あ る。

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

本論文は総序 とそれ に続 く第 一部3章 、第二部4章 、第 三部2'章 及び結語 によ り構 成される。

総序では、梁の劉撫 の撰 になる 『文心雛龍』の基 本思 想に対する従来 の研究 について概 述 し、

併せて本論文の 目的 を述べる。

第一部では、『文心 離龍』の文学理 論 を支える根 本的思考様 式について考察す る。第 一章では、

『文心離龍』 本文 中 に用 い られ る特徴 的な表 現や語彙 を綿 密 に検 討す る ことによって、 王弼 ・

韓康 伯の易理解 に認め られる 「本質 ・現 象の論理」 こそが 『文心離 龍』 の文学理論 に体 系性 を

与えるに至 った根本 的な思考様 式ではないか との推測 を行 う。

第 二章で は、前章 を承けて、 「本質 ・現 象の論理」が 『文心離龍』 に見 え る文体 論の背後 に

ある根本 的思考様式 である ことを論ず る。 まず、本文 を仔細 に検討す る ことによ り、 この 「本

質 ・現象 の論理」 は劉鋸 の世界観、緯書認識 に端 的に認 め られ る ことを明 らか に し、 ついで劉

総 が文体 を論 じた部分 を具体 的に検 討 した結果、全 て の文体 の淵源 を経書 に求 める 「根 源志

向」、 また文章世界 に関わる全て の事柄 をひ とつ の視野 に収めよ うとす る 「全体 志向」 もとも

に上記論理 か らもた らされ たものである と指摘す る。

第三章 では 『文心離龍』 の文学原論 の成立 をそ の人間観 ・文章観 ・聖人認識 ・経書認識 を検

討す る ことによ り解 明す る。劉総 は文章表現 は対象 を先ず認識 し、その認識 した もの を表現す

ると言 う過程 を経て行われ ると考 えた こと、そ してそ の発想 の根底 にはやは り 「本質 ・現象 の

論理」 と言 う思考様式 が作用 して いる こと、文章 の表現内容 を明確 にす るため には節度 ある文

彩が必要で あること、聖人 の手 にな る経書は道 を十全 に表現 した もので あるが故 に文章表現 の

模範足 りうる こと等 を原文 に即 して 明 らか にす る。

第二部で は、『文心離龍』 「辮騒」篇 を詳細 に検討 し、経書 にあ らざる 『楚辞』の 『文心雛龍』

の文学論 全体 の中で 占め る位 置づ け とそ の作用 について考察 す る。第一 章はそ の基礎 的研 究

で、先 人の先行研 究 を十分 に踏 まえつつ、 「辮騒」 篇の内容 を細 か く分析 し、本篇 が全6段 に
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分段 され る とし、 ここに見 られ る肯定否定両面 の評価 こそが劉鋸 の 『楚辞』評価 の独創的な と

ころで あるとの興味 ある指摘 を行 う。

第二章で は、経書至上主義 の 『文心離龍』 にあって、文学原論 たる 「文之枢紐」 に組み込 ま

れて いる 「辮騒」篇 の性格 について論ず る。本篇は従来文体 を論 じた篇のひ とつ と解 される こ

とが多か ったが、文体 を論 じた各篇の記述形式の具体的検討、経書 との継承関係、経書でな い

にも関わ らず 同じく 「文 之枢紐」とされる緯書 について論 じた 「正緯」篇 との比較検 討の結果、

本篇 を文体論 と考 えるには無理がある こと、劉総 は 『楚辞』 を文体 としては賦体 に属する と考

えて いた ことを論証す る。

第三章では、劉鋸 の屈原観 ・『楚辞』 観 について論ず る。 『文心離龍』 一書を通 して関連 す る

ところを仔細 に検討 した結果、 『楚辞』 と経 書 との間 に種種 の面で明確な 断絶が認め られ る こ

と、一方漢代の文章家そ してその作 品 との間 には密接 な連続性 が認め られる ことを指摘 し、「辮

騒」篇 が 「文之枢紐」 に組 み込 まれ る理 由を経書 との関連性 に求 める ことは出来 ない と指摘す

る。

第 四章は、前3章 にお け る検 討 をふ まえ、 「辮騒」篇の 『文心離 龍』 中 にお ける位 置づ けに

ついて考察 し、第 二部 を締 め くくる。 『文 心離龍』 は、 冒頭 に置かれ 「文」 の本質面 か ら文章

世界 の構造 について論 じた文学原論で ある 「文之枢紐」全5篇 と、文章世界 の構造(文 体論)

及 び文 章創造(創 作論)に ついて論 じた残 り44篇 によ り構成 され るが、前5篇 の末尾 に置か

れ 「騒 に変ず」 とま とめ られ る 「緋騒」篇 につ いて多様な観点か ら詳細 に分析検討 した結果、

そ の前半部分 は文章世界 の構造 の面か ら、後半部分 は文章創造 の面か ら 『楚辞』 を論 じた もの

で あ り、劉鋸 にとって 『楚辞』は このような二面性 を備 えた ものであった とし、 ここに 「辮騒」

篇が文体論で はな く、 「文之枢紐」 に置かれ る理 由が あると結論す る。

第三部で は、『文心離龍』の文章創造 に関わ る問題 につ いて考察す る。第一章 は、『文心雛龍』

中に用 い られ る 「理」 と言 う言葉 を分析す る ことによ り、劉鋸 の文 章観 につ いて論ず る。 『文

心雛龍』 に見 られ る156例 にも上る用例の詳細な検討の結果、現象世界ある いは経書の根源 ・本

質 と して超越的 ・絶対 的 「理」 である 「神理(道)」 が存在 し、一 方個 々の事物 ある いは個別

の文章 にもそ の本質 として 「理」 の存在が認め られ る。 この共通性 こそが現象世界を文章化 し

た経書が劉総 にとってあ らゆる文 章の模 範 とされ、 同時にや や もすれば本 質の充実 よ り形式の

美 を追求す るに急であ った当時の文章界に対す る警鐘 として 『文心雛龍』 が撰述 され た理 由で

ある とす る。'

第二章 は、 「術」 の概 念 の検討 を通 して 『文心離龍』 の創作論全19篇 を統 括す る 「総術」篇

の体系性 につ いて論ず る。 「総術」篇 には創作論で あるべき篇 の冒頭 に 「文筆論」 が含 まれ て

い ると ころか ら、従 来一貫 した体 系性 に欠 ける とされて きたが、創作 論諸篇の構成 ・「術」字

の用例 の詳細な検討 に基づき、劉鋸 にあって は 「術」 は文章 の表現形式 のみな らず、文章家 の

文章表現 に際 しての 「心」 の働かせ方 をも包括す る文章表現 の過程全体 に関わ る概念で ある こ

とをまず指摘 し、 ついで ここで の 「文筆論」 は 「文」 の本質 につ いて述べ た部分で あ り、本篇

は全篇 を通 し論理的に整合性 のあるもので ある ことを明 らか にす る。

結語 では、論文全体 が要約 され、今後 の展望が述べ られ る。

以上、本論文は斉梁王朝交代期 に劉鋸 によって著 され、文学理論 の専著 として 中国文学史上

に卓越す る 『文心離龍』全50篇 に一貫す る根本的思考様式 につ いて検討 し、以て 『文心離龍』

全体 を整合 的に理解 すべ く草 され た もので ある。r文 心雛 龍』 は四字句 ・六字句 よ りなる対句
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によって構成 され る騨文 によって綴 られ、 また典故 の使用 も賜 しく、そ の読解は必ず しも容易

ではな い。考察はそ のよ うな文章 を綿密に読み解 くことによ って進 め られ、 『文心 離龍』 の文

学理 論の根底 にある根本的思考様式 は王弼 ・韓康伯 の易理解 に認 め られ る 「本質 ・現象 の論理」

である とい う新 しい知見 を得 るに至 って いる。 この論理が文学原論で ある 「文之枢紐」前5篇

と文体 論及び 創作論 で ある残 り44篇 を貫 き、 こ こに経書 至上主 義 の 『文心 離龍』 の第5篇 に

「辮騒」篇の置かれ る理 由を見 出す とともに、 「総術」篇 が 「文」 の本 質 を論 じた重 要な篇で

ある ことを明 らかに したのは、 『文心離龍』 を思想 的 に統一 あるもの として理解 しよ うとす る

新 しい視点 として注 目され る。 そのほか、本 論文 によ りは じめて 明 らか にされた文学史的知見

も少な くない。 なお吟味を必要 とす る ところもないわ けで はな いが、総 じてそ の成果 は今後 の

『文心雛龍』研究 に新 しい局面 を開 くものである。

よって本論文 の提出者 は、博士(文 学)の 学位 を授与 され るに十分な資格 を有す るものと認

め られ る。
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